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2018年11月14日（水）14:50-18:00
会場：専修大学生田キャンパス10号館10301教室
開会の挨拶
佐竹 弘靖（専修大学スポーツ研究所 所長・ネットワーク情報学部教授）
総合司会：飯田 義明（経済学部教授）
佐竹（スポーツ研究所所長）　本日は、多数
のご参加をいただきありがとうございます。
今回、シンポジウムとしましては、11回を数
えます。これまでオリンピックの話を中心と
して進んでおりましたが、今回は種目をサッ
カーに特定しまして、「日本サッカーはワール
ドカップを通じて何を学び、何を継承してい
くのか」というテーマのもと、5名の講師を
お招きいたしました。早川さん、山本さん、
後藤さん、北澤さん、そして専修大学の教員
であります李宇音英先生。各先生はこれまでに、
また今もサッカーに多方面から深く関わって
おられます。戦術や技術といったものはもち
ろんですが、アナウンサーとして広く普及さ
れる、あるいはジャーナリストとして深くサッ
カーを分析する、そして他の国々で活躍され
た先生、そして何よりも我が日本を代表する
選手として活躍された北澤さん。サッカーを
多方面から語ることができる皆さんです。と
いうことは、ここに参加された皆さんはサッ
カーというスポーツを、今日は多角的に学ぶ
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ことができるということです。
　世界の国々では、フットボールあるいはサッ
カーは、深く文化として根付いております。
1993年、今から25年前に Jリーグが発足
しました。Jリーグが深く地域に根付き、そ
して日本がワールドカップに出場することも
多くなった中で、日本にサッカーが文化とし
て根付いているかどうか。そしてもし根付い
ているならば、文化というのは皆さんもご承
知の通り、継承していくものであります。ま
た、その継承する中で、時を追うごとに文化
として変化していく、変革していく、そういっ
たこともありましょう。きっと今日のお話の
中で、サッカーを通じてスポーツをどういう
風な目で見るのが自分に合っているのか、あ
るいは自分はどういう風に関わっていくのか、
そういったことがきっと何か掴めるだろうと
思います。専修大学の諸君は、今日は極めて
貴重な時間を過ごすことができるということ
で、どうかこのチャンスを逃さず、そして日
本の将来のサッカーあるいはスポーツという
ものと深く関わり、そして日本の将来をどう
変えていくのか、どういう風になっていくの
か、少しでも頭の中で整理して貰えればと思
います。
　今日は本当に先生方、お忙しい中どうもあ
りがとうございます。学生たちにとって貴重
な時間を賜われるということで、我々も心よ
り御礼申し上げたいと思います。さてこれか
ら始まります。皆さんしっかり聞いて良き時
間を過ごしてください。これをもちまして私
の開会の挨拶とさせていただきます。
飯田（総合司会）　第一部は、早川さんの基
調講演をいただいた後、北澤さんと早川さん、
そして山本さんに僕からバトンタッチをしまし
て、ワールドカップ・ロシア大会を振り返り
たいと思います。
　第二部では、ジャーナリストの後藤さん、
本学の教員であり韓国代表として北澤さんと
一緒のピッチで戦った経験のある李先生。こ
れらの先生方をお迎えし、今までの日本サッ
カーはどうだったのか、そしてこれから何を
更に積み上げていくのかをテーマとして進め
ていきたいと思います。サッカーが好きな方
はわかっていると思いますが、日本の現代表
の若い選手たちはかなりの力を持っています
ので、かなり次も期待できるんじゃないか思
います。そういう期待感を込めてこの先、今
日お話していただきます。
開会の挨拶：佐竹弘靖研究所長
総合司会：飯田義明
